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　 雪印メグミルク株式会社酪農総合研究所は、酪農場由来の温室効果ガス（以下、GHG）排出量の低減と、乳生産
パフォーマンスおよび酪農の持続性の向上を目的として、Alltech（オルテック）グループの日本法人、Alltech
Japan合同会社（本社：福岡県福岡市、職務執行役社長：中山　圭）と「連携協定合意書」を締結いたしました。
　酪農総合研究所とAlltech Japan合同会社は、北海道の酪農場においてE-CO2環境アセスメントを用いた実証研
究を開始しました。この取組みは、当社グループの重要課題（マテリアリティ）である「持続可能な酪農への貢
献」や「環境負荷の低減」に寄与するものです。また、「リジェネラティブな酪農・農業モデル形成」を通じて産
業の進化にも貢献します。
 
■連携協定による協力内容
・当社が選定する酪農場、圃場、草地、その他関連施設の環境フットプリントを、Alltech E-CO2 Limitedによる
環境アセスメントを用いて定量化する。（「Alltech E-CO2酪農場環境アセスメント」は国際酪農連盟（IDF）のカ
ーボンフットプリントに関するガイドラインに準拠している。）
・E-CO2環境アセスメントの結果、共有された知見・データに基づき、GHG・カーボン排出量の低減および乳生産
における高い生産性を実現する持続可能な酪農管理手法の探求を協力して行う。

■Alltech Japan合同会社(オルテック・ジャパン)について
1980年創業、米国ケンタッキー州に本社を構えるAlltech Incの日本法人で、世界120カ国以上でビジネスを展開。
独自の精密栄養学に基づいた天然由来の機能性飼料添加物等、農業栄養ソリューションを提供するほか、環境負荷
の低減と農場の収益性・生産性の向上を両立させ、世界の持続可能な畜産業を牽引している。
 会社名：Alltech Japan合同会社（https://www.alltech.com/our-locations/japan）
 所在地： 福岡県福岡市中央区天神三丁目3番5号
 事業内容：飼料添加用資材・機能性飼料原料等の製造、加工、輸出入、販売等
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［経　歴］

　1971年 神奈川県横浜市出身
　1995年 北海道大学　農学部畜産学科（食品開発学講座）
卒業

［論文テーマ］

　「食肉の熟成におけるネブリンの変化について」

［社　歴］

　1995年 雪印乳業株式会社　入社
 

　青森工場原料課－本社酪農部－関西支社生産部
　2003年 日本ミルクコミュニティ株式会社



　西日本酪農事務所－東日本酪農事務所名古屋駐在
 

2009年 雪印メグミルク株式会社




　東日本酪農事務所名古屋駐在－北海道酪農事務所幌延駐在ー
 


　北海道酪農事務所中標津駐在ー東日本酪農事務所－西日本酪農事務所
　2026年 
　　酪農総合研究所　酪農研究グループ（北海道支社） 配属

［学位・資格］

　学士（農学）／家畜人工授精師／日本商工会議所簿記検定試験2級／FP（ファイナン
　シャル・プランニング）技能士／ITパスポート

［これまでの活動実績（学会所属・専門分野・調査研究等）］

　第4回 雪印MＤ研究会（1998年）
　「当社ET黒毛和種生産の取り組みと課題」
　第15回 酪農研究会（2021年）
　「創業の精神を未来につなぐ～生産現場との大事なつながり～」

［その他の活動（主な役職等）］

　北海道アルバータ酪農科学技術交流会　参与

［関心領域］

　酪農経営分析（財務・生産性）／酪農経営における生産性向上とＧＨＧ排出量低減
　酪農経営を支える制度・政策の研究

［津田研究所長からの人物紹介］

 　村田副部長は、マネジメント能力に優れた経営職として、多くの経験と知見を兼ね備
　えている存在である。酪農家や業界関係者等との幅広い人脈と、その豊富なアイデア
　とコミュニケーションで広く社内外に存在感を示しており、当社の価値向上に大いに
　貢献している。酪農部での業務経験が豊富で、全国各地のキーマンから寄せられる信
　頼は厚く、当社の原料乳調達におけるスペシャリストでもある。全国各地の酪農家と
　のパイプも強く、酪総研勤務ではそのマネジメント手法に大きな期待を寄せている。
　現在は、GHG排出量モニタリングに係る調査研究を行ない、低減手法の確立を探求し
　ている。雪印メグミルクグループのTNFD開示に繋がる取組みでもあり、持ち前の行
　動力と指導力で着実に実現に繋げてもらいたい。（研究所長：津田知亮）
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　　第５回雪印MD研究会での発表の様子 小学校の出前授業で牛乳先生を務める

人・情報・技術を、

“つなぐ”組織でありたい。

酪農総合研究所

副部長　村田雄一郎

Yuichiro　Murata

　2025年６月16日、時の農林水産大臣・小泉進次郎氏がコメの作柄を示す
「作況指数」を今秋から廃止すると表明した。その報道を見たとき、少なか
らず戸惑いを感じずにはいられなかった。なぜなら、我々の職場でも牛乳生
産費や作況調査（牧草・飼料作物）など数々の農林水産省が公表する統計資
料を利用しているため、このコメ作況指数の廃止をきっかけに他の農林水産
統計の廃止や簡略化があり得るのではないかとの考えが頭をよぎったからで
ある。
　コメの作況指数は単位面積当たりの収穫量について過去30年間の収穫量の
傾向をもとに豊作か不作かを判断する手法で、1956年から70年間にも渡っ
て調査し続けられてきた。このタイミングで廃止を決めたのは、“令和のコメ
騒動”といわれる一連の騒動のなかで、近年の気候変動や農業技術の進歩が作
況指数の算出手法と合わなくなってきたのではないかということ、そして生
産・流通の現場から「作況指数が実感と違うのではないか…」と疑問視する
声が上がっていること、などの意見をもとに統計の見直したという。そして
作況指数は廃止するが、作況指数と共に公表してきた水稲収穫量調査は人工
衛星データや人工知能（AI）などのデジタル技術を用いて精度を向上させ
る、とマスコミ各社は報道している。
　このコメ作況指数廃止理由にある「調査結果が実感と違うのではない
か…」といった疑問は、正直、我々が酪農現場で繰り返し行っている牧草・
飼料作物の植生調査や収量調査においても時折あることで、その度に悶々と
した気持ちに悩まされることがある。これは単に調査員の技術差や主観の混
入疑い、はたまたサンプル数の少なさが調査の精度を低下させていると指摘
されればその通りだが、これを人工知能（AI）やデジタル技術を活用すれば
まったく誤差が生じない、誰もが納得できる正確な結果になるのであろう
か。現状のデジタル技術の普及状況を見る限り、もう少し時間的猶予が必要
なのではないかとも思える。また、現場で日々調査を繰り返している立場か
ら言わせてもらえば、まずは調査によって得られるデータの連続性の担保が
肝心であり、そのなかで読み取れる特徴があるかもしれないし、また他の連
続的データと組み合わせることで見出せる傾向があるかもしれない。そう考
えると長年に渡り調査され続け、慣れ親しんだコメ作況指数の廃止決定はや
や性急に思えるし、現場の混乱を招かぬようもう少し丁寧に議論を進めるべ
きではなかったのかとも感じる。
　ところが、この晴天の霹靂のように思えたコメ作況指数廃止の話もよく調
べてみると、以前から農林水産統計の見直しが議論されていたことがわか
る。2022年（令和4年）、総務省統計委員会企画部会は、「令和４年度ワー
キンググループ会合（基本計画改定に係るWG）」を開催。これは総務省主
導のもと、各府省が概ね５年ごとに見直す基本計画を審議する会合で、農林
水産統計は経済統計を取り扱う第２ワーキンググループ会合にて審議されて
いる（2022年８月８日開催）。公表されているこの会合の説明資料および議
事概要から農林水産統計（特に作物統計調査の見直しについて）の審議内容
をかいつまんで見てみると、①作物統計調査はマンパワーに大きく依存した
調査で現場職員の大きな負担となっている。②また、統計調査として粒度が
細かすぎるのではないかという議論もあり、農水省としても必要性が低下し
た調査項目は削減することも認識している。③今後は統計の品質を確保しつ
つ先進技術を活用し調査業務の簡素化・効率化を図る、といった内容であっ
た。
　このようにコメ作況指数を含めた農林水産統計は作況指数廃止を発表する
３年前からすでに見直し議論がなされていたのである。ところがその理由
は、ワーキンググループ会合では“現場職員の負担軽減”であるのに対し、今
回の報道では“気候変動・農業技術の進歩”や“調査結果と現場の実感の違
い”とあり、双方で内容が異なる。これは単に筆者の調べ方が足りないだけか
もしれないが、コメ騒動で過熱気味の世間をクールダウンさせるため聞こえ
のより理由にすり替えた（忖度した）うえで、このタイミングで公表したの
ではないかと思わず邪推してしまった。
　それはさておき、コメ作況指数廃止の報道は寝耳に水だった農業関係者も
きっと多かったことだろう。その混乱ぶりは当時の各新聞の社説や記事を読
んでも窺えた。しかし前述のとおり、その議論はずっと前からなされてお
り、しかもその議論の論旨もちゃんと公表されているのだから、「そんなの
聞いてないよー」と言ったところで「ちゃんと情報収集しましょうね～」と
言われてしまえば、ぐぅの音も出ない。これも情報過多社会の弊害なのかも
しれない。
　世は諸行無常。そんな壮大なスケールの話をするつもりはないが、今回の
「コメ作況指数の廃止」のように、我々が仕事や生活をするなかで、今まで
当たり前だった物事が突然変化したり、無くなったりすることは多々あり得
る話である。そんなとき、“想定外だった”と落胆したり、嘆いたりすること
もあるだろう。ところがユダヤ人にはこの“想定外”という概念が無いとい
う。ユダヤ人はどんな災難や危機が起きても、それを想定内と受け止めパニ
ックを起こさず対処する考え方を、ヘブライ聖書やタルムードにまつわる膨
大な説話そして過去の辛い境遇のなかで学んできたのだという。そんな何事
にも動じず困難を乗り越えることができる思考や発想こそがユダヤ人の強か
さであり、ノーベル賞の20％を占め、多くの著名人や成功者を輩出し、世界
的に有名な企業を作り上げるに至ったのである。そんなユダヤ人的な思考や
発想を身に付けることはあらゆる出来事にも動じず柔軟に対処するため、そ
して波乱万丈な人生に狼狽しないためにもきっと有益であろう。そんな考え
が脳裏を巡った今回の「コメ作況指数の廃止」報道であった。
 























































　　　（コラム執筆：柳瀬研究リーダー）

コメ作況指数の廃止報道で

思ったこと

調査圃場（牧草地）で出会った人懐っこい小鹿と 趣味はスキー
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